
下部工２基が完成！今秋より新たに下部工３基に着手！ 
現在の徳田橋は、昭和 37 年に架けられてから 55 年以上が経過しており、老朽化が著しく、

橋が狭くすれ違いがしづらいことなどから、県では徳田橋の架け替えを進めています。 

新しい橋は、現在の徳田橋から少し上流に架ける計画で、橋の上部工と、それを支える下部工

として、橋台2基、橋脚5基を整備します。 

昨年秋から工事が始まり、平成30年 6月に橋脚２基（P4、P5）が完成しました。 

今秋からは、橋脚3基（P1、P2、P3）の工事に着手し、平成31年6月末頃の完成を目指

して工事を進めていきます。 

地域住民の皆様には工事車両の通行等で大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願

いします。 
 

工事内容と状況写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                  
 

66.2m

(仮称)徳田橋　橋長　365.0m

63.3m63.3m57.1m57.1m58.0m

最深河床高 TP 93.122

HWL 104.892HWL 104.870

【お問い合わせ先】 

岩手県盛岡広域振興局土木部道路整備課 

  住 所：〒020-0023 岩手県盛岡市内丸11-1 

  電 話：019-629-6641（直通）   ファックス：019-652-6924 

徳田橋 かわら版  ～第３号～ 
発行 
平成30年8月 

盛岡広域振興局土木部が進めている一般県道大ケ生徳田線「徳田橋」の架け替え事業について、

事業の進捗などをお知らせするために「徳田橋かわら版」を発行します。 
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新しい橋脚は、現在の橋脚より少し上流側の同じ

見通し線上に位置します。 
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地上からは見えませんが、地中に高さ約26mの基礎があります！ 


